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来
た
し
た
も
の
は
一
八
五
三
年
白
耳
義
に
於
町
閲
か
れ

た
る
第
一
回
高
国
統
計
協
曾
の
決
議
で
あ
る
。
ニ
の
決

議
は

0
5
E
E
等
の
主
張
仁
基
量
、
生
計
調
査
の
調
査

形
式
を
協
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
消
費
統
計
に
於

げ
る
研
究
方
法
の
著
し
き
進
歩
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し

て
間
も
な
き
一
八
五
五
年
仁
は
消
費
統
計
に
閲
す
る
貴

重
な
る
研
究
が
巴
口
市
生
命
員
ご

H
h
E唱
の
雨
兵
に

依
っ
て
後
表
き
れ
、
一
入
五
七
年
に
は
開
口
問
巳
に
依
つ

統
計
的
研
究
に
於
て
最
も
重
ん
守
可
き
は
茸

5
方
法
て
こ
の
研
究
は
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ェ

y
ゲ
ル

で
あ
る
o

統
計
的
研
究
の
進
歩
は
常
仁
其
の
研
究
方
法
の
法
則
の
後
見
以
何
点
。
一
の
鋭
敏
な
る
才
智
に
よ
る
も

の
漫
歩
さ
終
始
し

τゐ
る
o

試
み
に
思
ハ
、
消
費
統
計
の
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
完
備
せ
る
調
査
形

に
於

τ彼
の
有
名
な
る
エ
ン
ゲ
U
N

の
法
則
が
接
見
せ
ら
式
、
研
究
方
法
に
負
ム
所
も
決
し
て
少
な
〈
な
い
の
で

れ
る
に
至
る
ま
で
の
解
過
を
o

治
的
統
計
り
附
究
に
於
あ
る
。
こ
、
に
於

τ最
良
の
結
論
は
最
良
の
方
法
に
依

て同日目的
η
円
以
前
に
研
究
家
が
な
か
っ
た
ご
さ
一
口
ふ

ωで
は
ん
つ
て
の
み
求
め
得
ら
れ
る
さ
言
ふ
事
が
出
来
る
。
百
れ

決
し

τな
い
。
士
口
く
は
当
日
E
E
T巳
々
を
始
め
、
一
ば
統
計
的
肝
究
を
志
す
者
は
先
づ
叫
問
先
方
法
を
知
ら
な

ぐ山口『
E-
ヘ
E
E
H
J問
。
己
ロ
同
等
の
問
中
者
が
在
っ
た
に
拘
ら
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
桝
究
方
法
に
閲
す
る
論
著
に
し

子
、
消
費
統
計
の
研
究
が
き
桂
の
後
述
を
遂
げ
得
な
か
一
て
昨
【
炉
停
の

E
ミ
Z
E
三
官
E
E
n日。

ι耳
切
門
主
ωHUn『1

つ
ロ
最
大
の
原
因
は
未
に
主
(
の
研
究
方
法
が
十
分
に
確
一
員
三
己
目
5
品。ロ
7
r
E
H
U
N
N

の
如
き
は
一
議
す
可
き
位
十

叫ペネ

立
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
c

消
費
統
計
の
研
究
持
っ
て
ゐ
る
ご
私
は
信
宇
る
。
私
は
嘗

t
本
誌
に
於

に
最
も
偉
大
な
る
刺
戟
ぜ
M
之
、
最
も
著
し
き
迩
歩
を
て
、
其
の
中
の
り
日

ω
E
E一円『
S
u
r
-
2
5
ι
ι
目。

議

隷

統
計
的
研
究
に
於
け
る

e
t
F
h
L
I
A
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韓

統
計
的
研
究
作
品
目
け
る
誕
掃
意
思

輔

E
r
z
R
F
E
F
mコ
掃
の
概
略
を
紹
介
し
た
事
が
あ

る
。
今
度
は
其
の
中
の
当
三
日
内
耳
目
ロ

ω官
民
主

ω
n
r
s

〈
号

F
F
S
の
所
論
を
骨
子
Z
し
て
こ
の
小
篇
を
草
す

る。
統
計
的
研
究
の
目
的
は
、
質
物
そ
の
も
の
を
寝
具
に
p

撮
る
が
如
〈
、
克
明
に
模
潟
し
よ
う
さ
す
る
も
の
で
は

な
く

L
て
、
事
物
の
本
質
を
数
字
的
表
現
法
に
基
い
て

椅
寝
せ
ん

Z
す
る
に
在
る
。
そ
し
て
こ
の
統
計
的
研
究

に
用
ひ
ら
れ
る
統
計
的
数
字
な
る
も
の
、
組
成
要
件
三

L
て
は
蒐
集
車
位
、
蒐
集
特
徴
及
び
群
図

ω
三
つ
が
有

一本

る
事
に
就
い
て
は
阪
に
説
明
し
た
。
し
か
ら
ば
ζ

の
蒐

集
W1位
、
蒐
集
特
徴
及
ぴ
群
閣
の
概
念
は
如
何
に
し
て

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
の
が
-
』
の
小

結
の
円
的
な

ωで
あ
る
o

思
ふ
に
斯
C
の
如
、
苫
概
念
は

一
定
不
畿
の
形
式
に
於
て
固
定
百
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は

な
い
。
統
計
的
研
究
を
匁
す
者
は
自
己
の
判
断
に
従
っ

て
任
意
に
そ
れ
等
の
概
念
を
う
も
立
て
、
一
向
差
支
へ

は
な
い
。
如
何
な
す
る
も
の
を
職
業
ご
言
ひ
、
如
何
な
る

も
の
を
失
業
さ
言
ム
か
は
統
計
的
研
究
を
品
川
す
者
が
、

ぞ
の
糾
究
に
際
し
て
任
意
に
之
を
規
定
し
て
よ
い
。
そ

(
弟
州
総

れ
で
有
職
業
者
三
失
業
者
ご
の
錨
凶
は
、
研
究
家
ゅ
う

も
立
て
た
定
義
に
従
っ
て
相
淫
す
る
事
正
な
る
。
そ
-
」

で
統
計
的
研
究
に
は
研
究
家
に
あ
る
選
排
の
自
由
が
許

さ
れ
て
ゐ
る
。

各
統
計
資
料
を
蒐
集
す
る
場
合
に
、
そ
の
基
礎
を
な

す
概
念
は
蒐
集
単
位

ω概
念
で
あ
る
。
帥
も
こ
の
場
合

に
は
蒐
集
車
位
台
明
確
に
規
定
L
T
置
〈
事
は
何
よ
り

も
肝
要
な
什
事
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
際
に
研
究
家
は

蒐
集
軍
位
を
如
何
様
に
も
規
定
L
得
る
白
出
合
持
っ
て
'

ゐ
品
。
放
に
そ

ω可
能
で
あ
る
筒
国
内
で
、
研
究

ω目

的
に
最
も
適
切
な
る
も
の
を
選
砕

L
な
り
れ
ば
な
ら
な

い
。
統
計
基
ι

に
く
ら
い
者
は
、
確
か
に
、
こ
、
に
何
等

の
疑
問
も
介
在
し
得
な
い
や
う
に
考
へ
る
で
あ
ら
う
。

例
ヘ
ば
人
口
を
調
査

L
又
は
戸
口
を
調
査
す
る
場
合

に
、
蒐
集
車
位
は
各
自
の
性
質
に
従
っ
て
阪
に
確
定
し

て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
る
で
あ
ら
う
o

し
か

L
人
口
を
調

査
す
る
に
嘗
っ
て
、
人
間
が
調
貧
さ
れ
る
ご
言
ム
事

r

け
は
確
か
で
あ
る
が
、
一
一
位
曾
に
於
付
る
多
数

ω人
員

に
就

ν
て
は
蒐
集
車
位
に
関
す
る
疑
問
が
胤
出
生
す
る
c

z言
ム
の
は
そ
の
蒐
集
軍
位
は
そ
の
此
曾
に
於
け
る
全

第
二
卜
書

一
四
大
)
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O
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部
の
人
員
し
拠
到
す
る
一
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
只
定
住
者

の
み
に
劃
L
て
用

υら
る
可
き
も
の
で
あ
る
が
い
γ

問
題

古
な
ら
古
る
を
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
叉
、
戸
口
を
調
査

す
る
際
に
も
、
戸
円
が
調
査
さ
れ
る
吉
言
ふ
事
だ
け
は

僻
か
で
あ
る
が
、
ア
バ

l
ト
メ
y
ト
の
如
き
合
成
的
建

物
は
一
戸
、
己
な
す
可
き
か
、
或
は
数
戸
ご
な
す
可
き
か

に
就
い

τは
矢
張
h
疑
問
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
故
に

新
〈
の
如
き
疑
問
は
研
究
家
の
解
決
に
待
た
な
り
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
外
に
、
日
常
生
活
の
用
語
又
は
統
計

血
中
以
外
の
科
事
に
於
て
定
め
て
あ
る
瓶
念
を
、
統
計
的

研
究
に
於
て
直
も
に
そ
れ
を
襲
踏
し
得
な
い
場
合
も
あ

っ
て
、
蒐
集
問
単
位
を
規
定
す
る
ご
言
ふ
事
は
研
究
家
が

賢
際
の
取
扱
仁
於

τ幾
多
の
困
難
を
戚
す
る
問
題
な
の

で
あ
る
。

勿
論
、
統
計
的
研
先
に
、
官
騒
な
H

と
で
蒐
集
し
た
資

料
を
利
-
川
す
る
場
合
に
は
、
研
究
家
は
そ
れ
に
謝
し
て

何
等
の
選
捧
意
思
も
働
ら
か
さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
宮
該
{
月
一
廓
に
於

τ蒐
集
車
位
を
決
定
す
る

の
で
あ
る
o

利
税
法
は
租
税
負
捻
者
を
規
定
す
る
。
そ

れ
で
租
税
訟
仁
所
謂
納
税
者
は
所
得
統
計
又
は
財
産
統

統
計
的
研
世
に
於
け
る
越
想

u
a

雑

錐

計
に
於
一
け
る
蒐
集
車
位
ご
な
る
の
で
あ
て
る
。
ご
は
言
ふ

も
の
、
研
究
家
は
嘗
該
官
鹿
に
於
て
決
定
さ
れ
た
蒐
柴

田
草
位
を
必
ら
や
襲
踏
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
さ
言
ふ
の

で
は
な
い
。
例
へ
ば
曾
祉
の
牧
盆
に
闘
す
る
統
計
的
研

究
を
試
み
る
場
合
に
、
商
業
四
位
記
簿
に
援
録
さ
れ
て
ゐ

る
全
部
の
曾
批
に
就
い
て
之
を
観
察
す
る
事
を
遊
付
、

管
利
を
円
的

t
L
な
い
も
の
を
除
去
し
、
純
器
利
曾
枇

の
み
を
問
題
ご
す
る
事
も
自
由
な
の
で
ゐ
る
。

次
に
蒐
集
特
徴
に
就
レ
て
も
某
の
概
念
を
明
確
に
し

て
置
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
蒐
集
特
徴
じ

謝
し
て
楠
々
な
る
定
義
守
立
て
る
事
が
出
来
る
。
例
へ

ば
職
業
訓
査
に
際
し
て
職
業
の
特
徴
を
阪
分
す
る
事
、

的
ち
本
業
ど
は
何
で
ゐ
る
か
、
副
業
と
は
何
で
あ
る
か

を
国
分
す
る
事
は
極
め
て
肝
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
研

究
家
に
よ
っ
て
様
々
に
定
義
す
る
事
が
出
来
る
。
其
の

他
、
佳
居
統
計
に
於

τは
室
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
む

る
か
が
問
題
正
な
り
、
同
盟
副
間
業
統
計
に
於
て
は
同
盟

罷
業
勢
働
岩
数
は
其
の
卒
均
敷
で
ゐ
る
か
、
最
高
数
で

あ
る
か
或
は
総
数
で
あ
る
か
い
問
題
ご
な
る
。
そ
し

τ

こ
れ
等
の
概
念
を
決
定
す
る
も
の
は
研
究
家
の
選
揮
意

七
六
-

第
二
十
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統
計
的
研
究
に
於
け
る
選
搾
意
思

恩
よ
り
外
に
な
い
。
勿
論
、
蒐
集
特
徴
も
、
官
騒
な
ど

で
蒐
集
し
た
資
料
を
利
用
す
る
統
計
的
研
究
に
於
て

は
、
蒐
集
車
位
の
場
合
に
於
け
る
芭
同
様
、
常
該
官
底

の
規
定
に
支
配
せ
ら
れ
、
明
究
家
内
選
探
意
思
は
問
題

吉
な
ら
な
レ
。
租
税
法
に
所
謂
所
得
の
概
念
は
統
計
的

研
究
に
も
共
の
ま
、
通
用
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
統
計
資
料
金
蒐
集
す
る
手
段
に
就
い
て

も
、
研
究
家
に
選
捧
意
思
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
統
計

的
研
究
の
目
的
か
ら
言
っ
て
統
計
資
料
は
十
分
に
完
全

に
蒐
集
さ
れ
る
事
を
必
要
正
す
る
。
き
れ
ば
尋
問
は
如

何
な
る
方
法
に
依
る
可
き
か
、

1

1
自
ら
戸
別
に
訊
問

し
て
廻
る
可
き
か
、
尋
問
問
紙
を
配
布
し
て
同
答
を
促

す
可
き
か
、
回
答
は
記
名
正
す
べ
き
か
、
無
記
名
古
す

ぺ
き
か
ご
骨
一
回
ふ
事
が
問
題
ご
な
る
。
又
、
訊
問
者
は
如

何
な
る
者
を
選
探
す
可
き
か
ご
言
ふ
事
も
問
越
さ
な

る
。
例
へ
ば
勢
働
統
計
研
究
に
於
て
、
崎
労
賃
は
使
用
者

に
訊
問
す
可
き
か
、
被
用
煮
に
訊
問
す
可
き
か
或
は
双

方
仁
訊
問
す
可
き
か
さ
言
ム
事
が
問
題
言
な
る
。
備
も

う
一
つ
の
例
伝
示
せ
ば
、
物
横
統
計
研
究
に
於
て
、
訊

問
者
を
販
覧
者
己
寸
可
き
か
、
時
買
者
ご
す
可
き
か
或

雑

録

第
二
+
巻

(
第
四
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六
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四
八
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は
双
方
に
す
可
き
か
が
問
題
ご
な
る
。
そ
し
て
共
の
最

後
の
決
定
は
、
研
究
上
、
最
も
便
宜
に
し
て
最
も
大
な

る
効
果
ゐ

b
z
思
惟
せ
ら
れ
た
る
研
究
家
り
選
評
意
思

に
存
す
る
吉
言
ふ
事
が
出
来
る
。

蒐
集
さ
れ
た
統
計
資
料
に
加
工
を
施
す
場
合
に
も
、

稲
t
な
る
方
法
が
行
は
れ
得
る
。
蒐
集
さ
れ
た
統
計
資

料
仁
謝
す
る
加
工
ご
し
て
は
先
つ
第
一
に
「
分
類
」
を
奉

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ν。
こ
の
分
類
も
、
研
究
家
は
白

己
の
判
断
に
従
っ
て
分
類
の
範
閣
を
任
意
に
決
定
す
る

か
ら
、
共
の
結
果
は
場
合

J
¥
に
膝
じ
て
大
い
に
相
違

せ
吉
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
o

如
何
な
る
も
の
が
同
一

物
で
あ
り
、
如
何
な
る
も
の
が
類
似
物
で
あ
る
か

Z
言

ム
事
は
研
究
家
の
判
断
仁
従
っ
て
大
い
に
相
違
し
て
ゐ

る
。
殊
に
三
伺
の
分
判
明
の
限
界
鮎
に
閲
し
て
然
り
で
あ

る
o

明
究
家
が
自
己
の
判
断
じ
従
っ
て
任
意
に
分
類
を

作
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
既
に
興
へ
ら
れ
た
分
制
聞
に

従
ム
事
も
出
来
る
。
例
へ
ば
所
得
統
計
肝
究
に
於

τ分

類
を
作
る
場
合
に
、
所
得
税
法
に
規
定
せ
る
分
類
に
従

L
が
如
、
さ
之
で
あ
る
。
し
か

L
、
統
計
的
研
究
の
柏
崎
め

仁
せ
ら
れ
た
分
類
で
な
り
れ
ば
、
統
計
的
研
究
に
役
立



つ
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

蒐
集
3
れ
た
統
計
資
料
は
、
各
伺
の
特
徴
に
従
っ
て
、

各
個
に
分
類
さ
れ
る
が
、
向
叉
、
数
個
の
特
徴
を
連
結

さ
せ
て
分
類
を
行
ム
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば
人
口
に
就

レ
て
分
類
を
試
み
る
場
合
に
、
男
女
の
年
齢
別
分
類
の

外
仁
、
年
齢
別
並
に
職
業
別
分
類
が
行
は
れ
る
が
如
き

之
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
分
類
に
時
間
的
要
素
の
結
合

及
び
昼
間
的
要
素

ω結
合
が
問
題
ご
な
る
。
そ
し
て
統

計
的
研
究
仁
於
て
率
問
的
須
佐
の
あ
る
分
類
は
こ
の
漣

結
性
を
有
っ
て
ゐ
る
分
類
で
あ
る
。
叉
、
こ
の
漣
結
性

を
有
っ
て
ゐ
る
分
類
は
費
用
上
に
も
最
も
償
値
の
あ
る

も
の
で
あ

ι。
連
結
性
の
有
る
分
類
は
如
何
に
じ
て
作

る
可
き
か
さ
言
ふ
事
に
就
い
て
も
何
等
特
殊
な
る
規
律

も
な
け
れ
ば
制
限
も
な
〈
、
会
〈
場
合
/
¥
仁
燦

Cτ

研
究
家
が
意
任
に
之
を
潟
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

分
類
の
問
題
に
続
い
て
相
封
敷
及
び
卒
均
値
仁
就
い

て
逃
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
相
日
数
は
積
ー
な
る
方

法
で
之
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。
例
へ
ば
人
口
の
密
度

は
普
遁
人
日
吉
面
積
百
の
閲
係
に
於
て
之
を
算
出
す
る

事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
面
積
は
之
を
役
様
に
も
限

車金

季最

統
計
的
研
究
に
於
け
る
越
路
意
思

定
し
得
る
の
で
あ
る
o

例
へ
ば
面
積
ご
は
生
産
に
利
用

せ
ら
れ
て
ゐ
る
土
地
に
制
限
す
る
事
も
出
来
れ
ば
、

叉
、
耕
作
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
土
地
に
制
限
す
る
事
も

出
来
る
が
如
き
之
で
わ
る
。
平
均
備
を
求
め
る
場
令
に

も
積
ー
な
る
方
法
が
行
は
れ
る
。
例
へ
ば
勢
働
者
の
あ

る
一
群
の
卒
準
勢
賃
を
示
す
鋳
め
に
、
某
の
卒
均
努
賃

(
算
術
卒
均
)
を
以

τ
L
、
最
も
多
数
山
者
の
勢
賃
(
並

数
)
を
以
て
仁
、
或
H
H

其
の
中
位
券
賃
(
中
央
値
)
を
以

て
す
る
事
も
出
来
る
。
相
調
教
は
如
何
な
る
も
の
を
選

よ
可
き
か
、
平
均
値
は
如
何
な
る
も
の
を
選
ぶ
可
き
か

は
肝
究
上
の
目
的
に
従
っ
て
、
碗
究
家
の
漣
捧
意
思
に

委
さ
れ
て
ゐ
る
。

統
計
的
数
字
は
屡
I
圃
表
を
以
て
現
は
さ
れ
る
。
統

計
的
曲
線
を
園
一
不
す
畠
場
合
に
、
研
究
家
は
縦
坐
標
軸

ご
横
坐
標
軸

zω
長
さ
の
関
係
を
任
意
仁
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
横
坐
標
軸
単
位
を
康
〈
、
縦
坐
標
軸

単
位
を
狭
(
取
る
時
は
、
曲
線
は
庚
〈
、
そ
し
て
卒
た

〈
見

b
る
し
、
之
E
反
動
に
横
坐
標
軸
車
位
を
狭
〈
、

縦
坐
標
軸
車
位
を
虞
〈
取
る
時
は
、
曲
線
は
狭
〈
、
そ

し
て
座
縮
さ
れ

t
見
え
る
。
時
間
的
系
列
を
一
不
す
闘
表

第
二
十
巻

(
第
四
披
一
四
九
)

E ，、



雑

統
計
的
研
究
に
於
け
る
選
捧
意
思

録

で
は
、
前
者
は
遁
嘗
で
あ
る
が
、
後
者
は
曲
線
が
非
常

に
銑
(
現
は
れ
過
ぎ
る
の
で
あ
る
o

卒
行
開
係
を
一
不
す

矯
め
に
、
同
一
の
闘
表
上
に
二
つ
の
曲
線
を
並
ぺ
て
引

〈
場
合
に
、
雨
曲
線
の
配
置
仁
強
き
影
響
の
あ
る
尺
度

の
選
定
も
全
〈
研
究
家
の
判
断
に
委
さ
れ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
統
計
的
研
究
は
研
究
家

ω建
樫
意
思
の
決

定
に
待
勺
可
き
も
の
が
少
な
〈
な
レ
。
統
計
的
研
究
に

は
こ
れ
桂
ま
で
に
研
究
家
の
選
探
意
思
が
介
在

L
得
る

も
の
で
あ
る
事
を
主
張
す
れ
ば
、
ゐ
る
人
は
之
に
劃
し

て
一
種
の
失
望
一
を
成
七
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。
科
率
的
異

理
は
何
庭
に
あ
る
か
を
疑
は
れ
る
か
ら
で
晶
る
。
し
か

し
乍
ら
、
統
計
的
研
究
の
後
速
は
肝
究
家
に
選
捧
意
思

の
認
め
ら
れ
る
廃
か
ら
始
ま
つ

τゐ
る
c

こ
の
選
揮
意

志
は
統
計
方
法
の
沓
蓬
営
費
ら
す
も
の
で
あ

b
、
よ
り

よ
く
後
遠
せ
る
統
計
方
法
は
統
計
的
研
究
の
進
歩
を
惹

き
起
す
も

ωで
ゐ
る
。
従
来
の
統
計
的
研
究
の
楼
展
は

多
く
噂
』
の
統
計
方
法

ω
馳官民

z共
に
逮
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
な
共
は
多
く
り
統
計
方
法
及
其
の
蹴
念
に
し

て
、
今
日
で
は
誤
謬
で
あ
る
ご
さ
れ
て
ゐ
る
も
り
や
、

阪
に
使
用
仁
耐
へ
な
い
も
の
、
有
る
事
を
知
っ
て
ゐ

第
二
十
巷

{
第
四
焼
-
宜

O
)

七
六
回

る
。
研
先
家
の
選
採
意
思
の
決
定
に
依
っ
て
、
こ
、
に

絡
ね
ざ
る
準
歩
が
あ
る
o

乱
首
展
が
あ
る
o
故
に
如
何
な

る
場
合
に
も
安
賞
で
あ
る
ご
言
ふ
統
計
方
法
、
如
何
な

る
時
に
も
不
援
で
あ
る
ぜ
言
ム
統
計
方
法
は
決
L
て
存

在
す
る
も
の
で
は
な
い
o

普
通
、
率
問
の
範
園
仁
於

τ

は
、
固
定
せ
る
規
律
ピ
言
ふ
も
の
は
宥
b
得
な
い
。
要

す
る
践
は
、
統
計
的
研
究
仁
於
て
も
、
研
究
家
は
各
佃

の
場
合
に
感
じ

τ、
最
善
の
知
識
ご
良
心
に
基
い

τ濁

自
の
見
解
を
立
て
る
外
は
な
い
。
勿
論
、
研
究
家
は
こ

の
場
合
、
決
し
て
偏
見
に
支
配
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

叉
誼
明
を
奥
へ
る
篤
め
に
、
先
入
見
を
固
持
し
て
は
な

ら
な
い
。
従
っ
て
統
計
的
脅
明
に
は
知
的
能
力
の
外
に

品
性
を
必
要
ご
す
る
。

最
も
一
公
明
正
大
な
る
研
究
家
も
時
ご
し
て
無
意
識
的

に
主
観
的
考
察
を
試
み
て
ゐ
る
場
合
も
有
0
得
る
o

般

ム
ザ
統
計
的
結
巣
が
、
形
式
的
じ
は
最
良
の
方
法
に
依
っ

て
求
め
得
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
内
部
的
原
因
か
ら
偏

頗
の
も
の
も
少
な
〈
な
い
。
毛
れ
で
こ
の
統
計
的
研
究

に
於
け
る
翠
捧
意
思
が
R

公
明
正
大
で
あ
り
、
且
つ
思
は

な
い
誤
謬
に
陥
る
事
を
防
向
、
手
段
ご
し

τは
、
如
何
な



る
統
計
的
研
究
に
於
て
も
、
比
(
の
結
果
を
費
表
す
る
場
一

合
に
は
、
そ
の
統
計
的
数
字
は
如
何
に
し
て
得
に
も

ω

で
あ
る
か
、
如
何
な
る
概
念
が
其
の
基
礎
を
な
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
か
、
何
人
が
統
計
資
料
を
利
用
L
た
の
で

あ
る
か
を
十
分
仁
明
確
に
説
明
し

τ置
(
事
で
ゐ
る
。

術
又
、
其
の
統
計
的
数
字
は
本
来
何
を
意
味
す
る
も
の

で
め
る
か
、
そ
れ
か
ら
は
如
何
な
る
結
論
が
引
き
出
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
に
就
い
て
十
分
に
注
意
を
梯
ふ
事

で
あ
る
。


